
大 津 警 察 署 協 議 会 議 事 録  

 

開 催 日 時 令和７年６月20日（金）午後１時30分～午後４時 

開 催 場 所 大津警察署 ５階大会議室 

 

出

席

者 

 

 

委 員 

瀧千鶴委員(会長)、小原めぐみ委員(副会長)、石田展弥委員 

藤井典史委員、北林大尚委員、上下重征委員、上田敏子委員 

中尾文委員、上野康代委員、近藤敏夫委員、和氣家督委員 

委 員 

四谷署長、門前副署長、若井会計官、小林地域官、上杉刑事官 

伊吹交通官、河合調査官兼警務課長、折原調査官兼留置管理課

長、大谷会計課長、小谷生活安全課長、辻本生活安全専門員 

広岡刑事第一課長、小谷刑事第二課長、亀田交通第一課長 

石丸交通第二課長、岩﨑調査官兼警備課長 

議 事 概 要  

１ 署長挨拶 

署長から「大津署員一丸となって地域の安全・安心を守りたい。本日は、御 

意見・御要望を賜り、今後の業務運営に生かしたいと考えている。」旨の挨拶 

がなされた。 

２ 会長、副会長の選出 

  委員の互選により、会長に瀧千鶴委員、副会長に小原めぐみ委員が選任され 

た。 

３ 会長挨拶 

  会長から「精いっぱい務めさせていただきますので、よろしくお願いする｡」 

旨の挨拶がなされた。 

４ 副会長挨拶 

副会長から「協議会に関わるようになってから、世の中の犯罪や動向が気に 

なるようになった。２年間頑張って務めたい。」旨の挨拶がなされた。 

５ 議事 

(1) 特殊詐欺等の発生状況と防止対策について 

警察から、特殊詐欺等の発生状況について説明がなされた。委員から「詐 

欺の電話がかかってきた時は、警察に報告した方がいいのか｡」旨の質問がな 

され、警察から「遠慮なく交番や駐在所に言ってほしい。内容に応じて対応 

する。」旨の説明がなされた。 

委員から「詐欺の被害金額はどれくらい回収できるのか。」、「日本だけ 

で特殊詐欺の被害は発生しているのか。」、「被害防止策について、啓発活 

動しかないのか。」旨の質問がなされ、警察から「被害金が振り込まれた口



座に対して口座凍結を実施する等して対応している。」、「詐欺被疑者の拠

点は東南アジア等で、中国人、台湾人などのグループがある。」、「特殊詐

欺の発生は減少せず、県や国総ぐるみで取り組む必要がある。」旨の説明が

なされた。 

 委員から「大津市内の大学などにも被害防止対策や教養をしているのか｡」 

 旨の質問がなされ、警察から「管内の大学に啓発をして学生には防犯教室を 

をしている。」旨の回答がなされた。 

委員から「事前に次はどのような詐欺が出るかといった予想はあるか。」旨 

の質問がなされ、警察から「社会情勢や発生状況を踏まえ、いかに早く変化 

に対応できるかという点を大切にしている。」旨の説明がなされた。 

委員から「ネットバンクで、同一名義人の間でお金を移動しても銀行は不 

  審に思わないのか。」旨の質問がなされ、警察から「口座履歴等各種状況に 

より総合的に判断されると思われる。」旨の説明がなされた。 

委員から「特殊詐欺の被害者といえば高齢者というイメージであったが、 

  昨今は大学生等の若年層にも被害は拡大していると感じる。こうした年代に 

向けた啓発活動についても、引き続き積極的に取り組まれたい。」旨の提言 

がなされた。 

(2) 大津署管内の交通死亡事故の状況と防止対策について 

警察から、大津署管内の交通死亡事故の状況と防止対策の取組について説

明がなされた。 

委員から「交通量が少ないと信号機を付けることはできないのか。」旨の 

質問がなされるとともに、「田上地区では新しい道路の開通により、交通の 

流れが大幅に変わっている。道路管理者等とも連携の上、効果的な交通規 

制・安全対策を検討願いたい。」旨の提言がなされた。 

警察から「信号機設置については、指針に基づいて、各要件を備えていな 

ければ設置できない。道路管理者と連携して安全対策を行っていく。」旨の 

説明がなされた。 

委員から「５月に発生した観光バスによる高齢者の死亡事故について、教 

  えてほしい。」旨の質問がなされ、警察から、当該事故について説明がなさ 

れた。 

委員から「今年発生の死亡事故の原因について教えてほしい。」、「カメ 

ラやドライブレコーダーに映っていれば交通違反者は検挙されるのか。」旨 

の質問がなされ、警察から、１件ずつ死亡事故の原因についての説明がなさ 

れ、「道路交通法違反者の検挙については、警察官の現認によるものが原則 

である。事案によって、防犯カメラ等での事後捜査を行うこともある。」旨 

の説明がなされた。 



委員から「大萱の事故を風化させない取組はすばらしいと感じた。」、 

「打出浜の死亡事故は、現場の横断歩道は距離が長く、歩行者のマナーも悪 

いので危険である。横断歩道があるとわかるような対策はできないのか。」 

旨の意見等がなされ、警察から「打出浜の道路は、道路管理者と現場確認を 

して､今後安全対策をする。」旨の説明がなされた。 

委員から「滋賀医大周辺の交差点は、イベント時の車両の通行量が多く困 

っている。」旨の意見がなされ、警察から「イベント時には信号制御時間を 

変えている。」旨の説明がなされた。 

６ 次回協議会の日程 

  国スポ障スポ開催のため日は未定であるが９月ころを予定。 

 


